
目次： 

13:30～13:35 開   会 黒岩 進 一般社団法人産業環境管理協会 専務理事  

13:35～14:20 特別講演 五十嵐 圭日子 東京大学大学院農学生命科学研究科准教授 

        「バイオエコノミーの国内外の動向」 

14:20～14:30 休   憩 

14:30～15:10 講   演 塚田 直子 林野庁 海外林業協力室長 

        「森林分野の国際的取組」 

15:10～16:00 講   演 岸岡 藍 ＣＤＰジャパン プロジェクトマネージャー 

        「２０１８年ＣＤＰレポートについて」 

  16:00 閉   会 

森林の環境保全機能についての国内外の動向に関する 

シンポジウム 

会場案内図 

プログラム（予定。講演タイトル等は変更となる場合もございます） 

●開催日時 2019年4月23日(火) 

      13:30～16:00（13:00より受付開始） 

●会  場 東海大学校友会館 富士の間 

         住所:東京都千代田区霞が関3-2-5 

                  霞が関ビル35階 

●主  催 一般社団法人産業環境管理協会 

●参 加 費 無料（要事前申込） 

2019年4月23日シンポジウム開催案内 

参加申込方法（要事前申込） 

・参加申込専用アドレスにメールでお申し込み下さい。 

 タイトルを「2019/4/23シンポジウム参加申込」とし、①氏名（漢字・ふりがな）、②所属（勤務先等）・部署・役職、③電話

番号（市外局番から）をご記入の上「sankan_sympo@jemai.or.jp」宛にお申し込み下さい。 

・定員：100名（先着順） 

・参加可能な方には、後日（目安として申込受付翌日から3営業日以内）お送りする参加証を当日ご持参下さい。参加証

をお持ちでない場合、ご参加頂けない場合もございます。 

・マスコミの方も事前申込をお願いします。 

・会場内での録画、録音及び電子機器（PC、スマートフォン等）のご利用はご遠慮下さい。 

 森林は多面的機能を有していますが、特に地球環境保全、水質浄化等の水源涵養、生物多様性保全といった

環境保全機能への関心が高まっています。 

 しかしながら、毎年多くの森林が喪失していると言われており、森林の保護と持続可能な利用等のために、「森

林に関するニューヨーク宣言」及び関連する自主的な行動指針が2014年の国連気候サミットで発表され、わが

国も支持を表明しています。行動指針では、REDD+（レッドプラス）の実施、愛知ターゲットでの目標設定、投資家

がCDPを通して森林破壊リスクの公表を求めるなど、すでに行動（実施）されているものについて評価しています

が、さらにそれらを含め、関係者が連携して行動をおこしていくことが重要であるとしています。また、SDGsにお

いても、森林、水等の自然資本に関する目標が定められています。 

 以上のことから、森林の機能発揮の推進とともにSDGsの目標達成に寄与することを目的に、森林に関する国

内外の動向を内容とするシンポジウムを開催します。 

問い合わせ先：シンポジウム事務局（電話 03-5209-7702） 

このシンポジウムは 平成30年度緑と水の森林ファンド の助成を受けています 


